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【 春 日
か す が

井
い

市 道 風
しとうふう

記 念 館
きねんかん

】  

跡
んせき

の 一 人 、 小 野 道 風
おののとうふう

（ 894～ 966） が 生

れ る 春 日 井 市 で は 古 く か ら 書 道 が 盛 ん

春 日 井 」 と 呼 ば れ て い ま す 。 昭 和 56 年

井 市 道 風 記 念 館 で は 、 道 風 筆 と 伝 え ら

古 筆
こ ひ つ

か ら 、現 代 書 家 の 作 品 ま で 約 2,200

・ 秋 の 特 別 展 を 始 め さ ま ざ ま な 書 の 展

に 関 す る 講 座 な ど の 事 業 を 行 っ て い ま



名古屋大学の社会連携（貢献）について 
 

 名古屋大学では、平成 12 年 2 月に大学の基本理念であり、長期目標でもある「名古屋大学学術

憲章」を制定しました。「名古屋大学学術憲章」は、4 つの大きな項目を掲げておりますが、その

中に「社会的貢献の基本目標」を重要な項目としてあげております。そこでは、大学が先端的な学

術研究と人材育成を通じて人類の福祉と文化の発展および産業に貢献すること及び名古屋大学の

立地する地域社会の特性を生かし、多面的な学術研究活動を通じて地域の発展に貢献し、かつ国際

的な学術連携および留学生教育を通じて世界とりわけアジア諸国との交流に貢献することがうた

われております。 

 名古屋大学は、「名古屋大学学術憲章」の制定を機にその理念を実現すべく、学内で社会連携（貢

献）のあり方について検討を進めるとともに、学内での社会連携（貢献）の実態を調査いたしまし

たところ少なからずの教員が個々に地方自治体やボランティア団体と連携を進めていることが判

明いたしました。しかし、これらの取り組みに対し大学の組織としての対応ができていなかったた

め、せっかくの社会貢献にもかかわらず社会への浸透が不十分な状態でありました。 

 このような調査結果を踏まえ、さらに学内で検討を進めた結果、社会連携を実行あるものとする

ため、学内の体制を整備し社会連携推進室を設置しました。それと同時に社会連携（貢献）に関す

る事業協力や地域社会における交流を通し、地域貢献を図るためのシステムとして愛知県および名

古屋市との間に社会連携連絡協議会の設立をお願いし実現いたしました。協議会では名古屋大学の

取り組みを説明させていただきその連携を深めるとともに、地域社会からのニーズを大学に投げか

けていただいています。この実績により、全国の国立大学の中で先駆的な試みとして平成 14 年度

には文部科学省の地域貢献特別支援事業として選定されました、その中で具体的な取り組みとして

は、愛知県との共同事業として「高齢者の排泄を改善する事業」、「東海地震・東南海地震に対する

防災ホームドクター計画」「高校と大学との連携」等があり、また、名古屋市との共同事業として

「脳卒中患者の救急医療情報ネットワーク確立事業」等があり、実績を着々と挙げております。そ

の他に県内のいくつかの自治体と連携を図り事業を進めております。 

 その他にも、名古屋大学独自の社会連携（貢献）の一貫として以前から全学並びに多くの学部・

研究所等が公開講座を開催し、地域の皆さんの生涯学習の一

 

助とさせていただいております。 

 名古屋大学は、今後とも「学術憲章」の基本理念に基づき、

社会連携連絡協議会を通して、地元自治体等の意見や住民の

ニーズを積極的に採り入れるとともに、大学の総合窓口とし

ての社会連携推進室に寄せられたご意見も参考に、社会連携

（貢献）の充実を図っていく所存です。 

 

名古屋大学副総長 奥野信宏 
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◆こんなイベント◆  
ガ ー デ ニ ン グ の 愉 し み 方  
日 時：平 成 1 5 年 9 月 1 5 日（ 月 ）

1 3 時 ～ 1 5 時 3 0 分  
講   師 ： 中 日 園 芸 文 化 協 会 理 事  

杉 本 仙 一 氏  
定 員： 3 0 名  
参 加 費： 無 料  
申 込 期 間： H 1 5 . 7 . 1～ H 1 5 . 9 . 1  

 
緑 化 セ ン タ ー 管 理 事 務 所  
西加茂郡藤岡町大字西中山字猿田 21-1 
T E L： 0 5 6 5 - 7 6 - 2 1 0 9（ 指 導 課 ）  

四季を愉しむ～まずはあなたのお庭から～ 

 

緑 の 鮮 や か な 季 節 に な り ま し た 。疲 れ た と き 、目 に 飛 び 込

ん で き た 草 花 た ち に ふ と 安 ら ぎ を 感 じ る 方 も 多 い こ と で

し ょ う 。世 情 を 反 映 し て か 、こ こ 数 年「 ガ ー デ ニ ン グ 」が

ブ ー ム で す 。し か し 、園 芸 店 へ 行 っ て み た も の の 何 を ど う

選 ん で よ い か 分 か ら な い 、せ っ か く 植 え た の に 枯 れ て し ま

っ た ・ ・ ・ そ ん な 経 験 を お 持 ち の 方 も 多 い か と 思 い ま す 。

ガ ー デ ニ ン グ と 言 い ま す と 、ま ず イ ギ リ ス な ど の 美 し い

庭 園 風 景 を 思 い 浮 か べ ま す が 、こ こ は 日 本 。や は り 日 本 の

気 候 風 土 に 合 っ た 草 花 を 選 ば な く て は な り ま せ ん 。 ま た 、

建 物 や 周 囲 の 植 物 に あ わ せ た 色 彩 バ ラ ン ス を 取 る こ と も

大 切 で す 。  

愛 知 県 緑 化 セ ン タ ー で は ガ ー デ ニ ン グ を よ り 身 近 に 、気

軽 に 生 活 に 取 り 入 れ て い た だ こ う と 、年 に 数 回 ガ ー デ ニ ン

グ 、コ ン テ ナ ガ ー デ ン 、ハ ン ギ ン グ バ ス ケ ッ ト な ど の 講 座

を 実 施 し て い ま す 。中 で も「 ガ ー デ ニ ン グ の 愉 し み 方 」と

い う 講 座 で は 、季 節 と 目 的 に 応 じ て ど ん な 草 花 を 選 ん だ ら

よ い か 、管 理 方 法 、増 や し 方 、デ ザ イ ン を ス ラ イ ド な ど に

よ り 分 か り や す く ご 説 明 し ま す 。 開 催 時 期 は 春 と 秋 の 2

回 。次 回 の 秋 の 講 座 で は 来 春 ま で 楽 し め る ガ ー デ ニ ン グ を

ご 紹 介 し ま す 。 是 非 ご 参 加 く だ さ い 。  
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◆こんな講座◆  
平 成 １ ５ 年 度 健 康 公 開 講 座  

日 時： 7 月 2 4 日 (木 )、  
9 月 2 5 日 (木 )、  
1 0 月 2 3 日 (木 )、  
1 1 月 2 7 日 (木 )  

各 日 1 3 時 3 0 分 ～ 1 5 時 3 0 分

定 員： 各 2 5 3 名  

（ 要 予 約 ・ 先 着 順 ）

参 加 費： 無 料  

申 込 期 間： 前 日 ま で  

い つ ま で も 健 康 で い た い か ら

 

愛 知 県 で は 、 健 康 づ く り の 行 動 計 画 で あ る 「 健 康 日 本

21 あ い ち 計 画 」 を 策 定 し 、 県 民 一 人 ひ と り が 健 康 を 増 進

し 、 改 善 す べ き 生 活 習 慣 の 目 標 を 掲 げ て 21 世 紀 の 健 康 づ

く り 運 動 を 推 進 し て い る と こ ろ で す が 、 そ の 一 環 と し て 、

あ い ち 健 康 プ ラ ザ で は 、健 康 づ く り に 関 す る 様 々 な 情 報 を

発 信 し て い ま す 。  

県 民 の 皆 様 に 自 分 自 身 の 健 康 を 考 え て い た だ く た め に 、

昨 年 度 か ら 年 6 回 の 健 康 公 開 講 座 を 開 催 し て い ま す 。毎 回

生 活 習 慣 に 関 す る テ ー マ で 講 座 を 行 っ た と こ ろ 、大 変 好 評

を い た だ き ま し た 。  

今 年 度 は 、昨 年 参 加 し て い た だ い た 皆 様 の ご 意 見 を 参 考

に 、 よ り 生 活 に 密 着 し た テ ー マ で 開 催 し て い ま す 。  

次 回 7 月 24 日 の 「 長 寿 と 遺 伝 ・ 生 活 習 慣 」 は 、 長 寿 者 の

遺 伝 子 の 特 徴 や 、 ど ん な 生 活 習 慣 が 長 寿 と 関 係 す る の か 、

男 女 別 に 示 し ま す 。 9 月 25 日 の 「 腰 痛 予 防 の た め の 正 し

い 運 動 と コ ツ 」は 、腰 の し く み と 腰 痛 と の 関 係 を わ か り や

す く 解 説 し ま す 。 ま た 腰 の 筋 肉 を 強 化 す る 運 動 の コ ツ と 、

腰 痛 予 防 の た め の 正 し い 姿 勢 、日 常 生 活 で の 注 意 点 な ど を

お 話 し し ま す 。  

皆 様 の 参 加 を お 待 ち し て い ま す 。  
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◆こんなイベント◆

本 宮 山 く ら が り 自 然 観 察 会

日 時 ： 7 / 1 3 ･8 / 1 0 ･9 / 1 4  
（ 毎 月 第 ２ 日 曜 日 ）

い ず れ も 午 前 ９ 時 ま で に く ら が り 渓

谷 入 口 事 務 所 前 集 合 。

午 後 ３ 時 ３ ７ 分 初 本 宿 行 バ ス に 乗 車

で き る よ う 集 合 場 所 に 戻 り ま す 。

定 員：な し（ た だ し 、小 学 ３ 年 生 以 下

の 子 は 、 保 護 者 同 伴 で お 願 い し

ま す 。）

参 加 費 ： 無 料

申 込 等 ： 当 日 現 地 へ

（ 少 雨 で も 中 止 し ま す の で 、実 施 の 可

否 は 原 田 さ ん 宅 へ 。 ℡ 0 5 6 4 - 8 3 - 2 2 0 2）

家 族 で 出 か け よ う ！

四 季 折 々 の 自 然 を 見 せ て く れ る 本 宮 山 く ら が り 渓 谷 。県

立 自 然 公 園 に 指 定 さ れ 、「 良 好 な 自 然 環 境 を 保 っ た 優 れ た

天 然 林 」と 認 定 さ れ て い ま す 。１ ０ ０ ０ 種 以 上 の 植 物 、５

０ 種 以 上 の 鳥 類 が 観 測 さ れ 、シ カ や イ ノ シ シ 等 の 哺 乳 類 や

昆 虫 な ど の 様 々 な 小 動 物 も 生 息 し て い ま す 。

 毎 月 第 ２ 日 曜 日 に 開 催 さ れ る 観 察 会 は 、そ の 自 然 を 存 分

に 満 喫 で き る 機 会 で す 。草 花 や 樹 木 に と て も 詳 し い 西 三 河

自 然 観 察 指 導 員 の 原 田 勉 先 生 が 、 渓 谷 沿 い を 散 策 し な が

ら 、 て い ね い に 教 え て く れ ま す 。

 季 節 に よ り マ ル ミ ノ ヤ マ ゴ ボ ウ や イ ラ ク サ 、 ハ ン ミ ョ

ウ 、ト ン ボ 、渡 り を す る チ ョ ウ の ア サ ギ マ ダ ラ 、テ ン ニ ン

ソ ウ 等 の 観 察 が 楽 し め ま す 。

家 族 や 友 達 と 一 緒 に 、美 し い 自 然 に 囲 ま れ た 日 曜 日 を お

楽 し み く だ さ い 。

持 参 物

昼 食 （ 弁 当 ）・ 筆 記 用 具 メ モ ノ ー ト ・ 両 手 が

使 え る よ う リ ュ ッ ク サ ッ ク か 肩 に か け る カ

バ ン ・ 雨 具 （ 万 一 の 用 意 ）・ 行 動 食 （ 飴 玉 、

チ ョ コ レ ー ト な ど ）・ 救 急 用 品 や 薬 品 ・ 服 装

は 、 野 外 活 動 に 適 し た も の 。

お 願 い

公 園 内 の も の は 取 ら な い で く だ さ い 。と っ て

い い の は 、 写 真 だ け で す 。

「 来 た と き よ り も 美 し く 」ゴ ミ は も っ て 帰 り

ま す 。
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住 所 ： 名 古 屋 市 中 区 栄 ２ － ２ － ５  

TEL： 052-2 0 1-10 26 

FAX： 052－ 220-1 280 

E-ma il： kita.yu kio @ch u den. co. jp 

ホ ー ム ペ ー ジ : 

http :// www . chud en. co. j p/e- mus eum /

「「学学びびネネッットトああいいちち」」ネネッットトワワーークク機機関関のの紹紹介介
「 ネ ッ ト ワ ー ク 機 関 」と は 生 涯 学 習 に 関 す る 情 報 を「 学 び ネ ッ ト あ い ち 」

に 提 供 し て く だ さ る 生 涯 学 習 関 連 機 関 ・ 団 体 で す 。

※ 随 時 募 集 し て い ま す 。 詳 し く は ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。

http:// www . mana bi. pre f .aic hi. jp/ 

 本 講 座 は 昭 和 58 年 に「 南 山 公 開 講 座 」と 称 し て 、南 山 学

園 の 人 的 ・ 知 的 リ ソ ー ス を 学 外 一 般 に 利 用 し て も ら う こ と

を 目 的 に 始 ま り ま し た 。 現 代 の 大 学 ・ 短 大 に 期 待 さ れ て い

る 「 社 会 に 開 か れ た 学 校 」 と し て の 役 割 に 、 南 山 公 開 講 座

は 20 年 前 か ら 貢 献 し て い ま す 。  

 講 座 は 春 期（ 4 月 ～ 7 月 ）と 秋 期（ 9 月 ～ 12 月 ）に 分 か れ

て お り 、そ れ ぞ れ 12 回 開 講 さ れ ま す 。昨 年 度 は 春・秋 期 あ

わ せ て 67 講 座 開 講 、 約 1， 200 名 の 方 に 参 加 し て い た だ き

ま し た 。 現 在 開 講 さ れ て い る 講 座 は 、 各 種 レ ベ ル の 英 語 、

フ ラ ン ス 語 、 ス ペ イ ン 語 、 ド イ ツ 語 、 韓 国 語 、 ア ラ ビ ア 語

等 の 語 学 関 係 、そ の 他 に も 心 理 学 、古 典 文 学 、キ リ ス ト 教 、

人 間 教 育・子 育 て 原 論 等 が あ り ま す 。1 講 座 あ た り の 受 講 定

員 を 25 名 程 度 と し 、受 講 生 の レ ベ ル に 合 わ せ た き め 細 や か

な 指 導 を 行 っ て い ま す 。 受 講 生 の 職 業 は 会 社 員 、 公 務 員 、

教 員 、学 生 、主 婦 な ど 様 々 で 、年 齢 層 も 高 校 生 か ら 80 代 ま

で と 幅 広 く な っ て い ま す 。 以 前 は 名 古 屋 市 内 に 在 住 し て い

る 受 講 生 が 大 半 で し た が 、 近 年 で は 、 地 下 鉄 鶴 舞 線 の い り

な か 駅 下 車 徒 歩 3 分 と い う 交 通 の 便 の 良 さ か ら あ ら ゆ る 地

域 の 方 々 に 足 を 運 ん で い た だ い て お り ま す 。

 本 講 座 の 情 報 は 、「 学 び ネ ッ ト あ い ち 」に て 随 時 更 新 さ れ

て お り ま す の で 是 非 ご 覧 く だ さ い 。  

住 所：名 古 屋 市 昭 和 区 隼 人 町 １ ９

TEL/FAX： 052-83 4-2 900 

E-ma il：  

community@nanzan-tandai.ac.jp 

ホ ー ム ペ ー ジ ：  

http :// www . nanz an- tan d ai.a c. 

jp/c omm uni t y 

南 山 短 期 大 学 コ ミ ュ ニ テ ィ カ レ ッ ジ

「見て触れて体験」しながら電気の世界を学ぶ参加・体験型の科学館

 「 電 気 と は 何 か 」か ら「 電 気 の 歴 史 や 原 理 」、「 電 気 が

つ く ら れ 街 や 工 場・家 庭 に 届 く ま で の 電 気 の 流 れ 」な ど 、

電 気 を は じ め と し た 科 学 の 不 思 議・面 白 さ を 参 加・体 験

し な が ら 学 ぶ 科 学 館 で す 。        「 入 館 無 料 」

 さ ま ざ ま な 角 度 か ら 電 気 を 探 る ６ つ の 展 示 室 と 、最 新

鋭 の 映 像 技 術 を 取 り 入 れ た ２ つ の シ ア タ ー 、実 験・工 作

が で き る ワ ー ク シ ョ ッ プ と 実 験 工 房 な ど が あ り ま す 。

〈 展 示 室 （ A～ F 展 ）〉  

★ A・ B 展 ： エ ジ ソ ン や ボ ル タ な ど 電 気 の 発 見 と 発 展 に

貢 献 し た 科 学 者 達 を は じ め 身 近 な 電 気 機

器 の 原 理 ・ 仕 組 み を 紹 介 し て い る 。  

★ C・ D 展 ： 電 気 が 作 ら れ 街 ・ 家 庭 に 届 く ま で の 流 れ ・

仕 組 み を 巨 大 ジ オ ラ マ や 実 物 展 示 で 紹 介

し て い る 。（ 原 子 力 の 世 界 も 紹 介 ）  

★ E・ Ｆ 展 ： 錯 覚 や ト リ ッ ク に よ る 不 思 議 な 体 験 を し た

り 、 パ ソ コ ン ・ ビ デ オ ・ 図 書 コ ー ナ ー と 、

電 力 の 歴 史 が わ か る 資 料 室 も あ る 。

〈 シ ア タ ー 〉  

 ゲ ー ム ・ ク イ ズ に 挑 戦 す る 「 オ ー ム シ ア タ ー 」、 原 子

力 発 電 の 仕 組 み を 紹 介 す る 「 ア ト ム シ ア タ ー 」 が あ る 。



住 所 ： 小 牧 市 大 字 間 々 原 新 田 ７ ３ ７

TEL： 0568- 7 7-77 12  FA X： 0568- 73- 3 392

E-ma il： komakip k@m a.c c nw.n e.j p

ホ ー ム ペ ー ジ :http :// w ww.m a.c cnw . ne.j p/k oma k ipk/

 小 牧 市 ス ポ ー ツ 公 園 は 、名 古 屋 市 中 心 部 か ら 車 で 約 20 分 、東

名・名 神 高 速 道 路 小 牧 イ ン タ ー か ら 約 5 分 と ア ク セ ス に 恵 ま れ 、

市 民 の ス ポ ー ツ ・ 健 康 ・ や す ら ぎ の 拠 点 と な る 運 動 公 園 と し て

整 備 が 進 め ら れ て い ま す 。 総 合 体 育 館 、 愛 称 「 パ ー ク ア リ ー ナ

小 牧 」は ス ポ ー ツ 公 園 の 中 核 と な る 施 設 で 、「 人 と 緑  か が や く

創 造 の ま ち 」 を 将 来 像 と す る 小 牧 市 の シ ン ボ ル と し て 、 ま た 、

豊 か な ス ポ ー ツ ラ イ フ を 実 現 す る た め の 拠 点 と し て 多 く の 方 に

ご 利 用 い た だ い て い ま す 。

 翼 を 広 げ た よ う な 屋 根 が 銀 色 に 輝 く ア リ ー ナ は 、最 大 約 5,000

人 収 容 可 能 な 愛 知 県 内 屈 指 の キ ャ パ シ テ ィ を 誇 る 「 メ イ ン ア リ

ー ナ 」に「 サ ブ ア リ ー ナ 」「 ト レ ー ニ ン グ ジ ム 棟 」を 加 え た 3 つ

の 施 設 で 構 成 さ れ 、 ガ ラ ス ス ク リ ー ン で お お わ れ 明 る く 開 放 的

な メ イ ン ア リ ー ナ は 、 ス ポ ー ツ イ ベ ン ト は も ち ろ ん の こ と 、 コ

ン サ ー ト な ど の 文 化 事 業 、 展 示 会 な ど 幅 広 い イ ベ ン ト に 対 応 で

き る 機 能 を 備 え て い ま す 。 ト レ ー ニ ン グ ジ ム 棟 に は 、 ト レ ー ニ

ン グ ジ ム 、 フ ィ ッ ト ネ ス ス タ ジ オ 、 会 議 室 が あ り 、 棟 の 東 側 は

「 水 と 緑 の コ リ ド ー ル 」 に 面 し て お り 、 室 内 に い な が ら 自 然 を

感 じ る こ と が で き ま す 。

自然との調和をテーマとした、スポーツと文化の拠点
パ
ー
ク
ア
リ

ー

ナ
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 愛 ・ 地 球

民 の 皆 さ ん

社 会 に お け

参 加 で き る

く こ と を 目

一 人 ひ と り

会 に 提 供 し

で き る よ う

い ま す 。 多

会 場 ： 県 内

期 間 ： ６ 月

応 募 資 格 ：

募 集 定 員 ：

受 講 料 ： 無

問 合 せ 先 ： 日

古 屋 市 中 区

URL:http://
博 は 、 県 民 参 加 型 の 博 覧 会 と し て 、 幅 広 い 県

の ボ ラ ン テ ィ ア 参 加 が 期 待 さ れ て お り 、 地 域

る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 大 切 さ 、 誰 も が 楽 し く

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の す ば ら し さ を 発 信 し て い

指 し て い ま す 。 そ こ で 、 ボ ラ ン テ ィ ア と し て

の 「 時 間 」 と 「 エ ネ ル ギ ー 」 と 「 技 術 」 を 社

て 、 そ の 思 い を 結 実 さ せ 、 し か も 楽 し く 活 動

に 、 ボ ラ ン テ ィ ア リ ー ダ ー の 研 修 を 実 施 し て

く の 方 の ご 参 加 を お 待 ち し て い ま す 。

２ ４ か 所  

か ら １ １ 月 に か け て ３ ２ コ ー ス  

ボ ラ ン テ ィ ア に 関 心 の あ る 方 な ら ど な た で も

各 コ ー ス 40 名 （ 先 着 順 ）  

料  

程 、 申 込 方 法 な ど 詳 し く は 、「 愛 ・ 地 球 博 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 」（ 名

丸 の 内 ２ － ４ － ７  愛 知 県 産 業 貿 易 館 西 館 ２ 階  電 話 052－ 218-7370、

www.vol-expo2005.jp） ま で  



ボボ ララ ンン テテ ィィ アア 活活 動動 紹紹 介介
今今 号号 はは 知知 多多 地地 区区 特特 集集 でで すす 。。

石 橋  裕 美

活 動 場 所 ： 青 海 公 民 館  ほ か

連 絡 先 ： 常 滑 市 教 育 委 員 会

生 涯 学 習 課  

TEL 05 69- 3 5-51 11

（ 内 線 382）

シ ャ ボ ン 玉

 市内にある青海公民館の図書館で本の読み聞かせをし

ているグループです。  

 この会は、20 年余の歴史があり、当初のメンバーとは

入れ替わっていますが、意思を引き継ぎ、今のメンバー

についても 10 年余の活動歴があります。  

 活動内容は、月 2 回図書館で行う本の読み聞かせ、月

1 回保健センターで行う乳児の親を対象としたブックス

タートの勧め、各幼稚園・保育園・小学校の依頼による

各種行事への参加、公民館では、七夕会やクリスマス会

で大型紙芝居やパネルシアターの上演などを行っていま

す。また、専門講師を招いての勉強会を数回開催してい

ます。  

 自分自身が、本を好きなこともあり、また、子どもた

ちの読み聞かせに聞き入る真剣なまなざしや喜んでいる

姿を見ることが嬉しくて、今まで続けることができまし

た。  

 今後も、自分たちで勉強会などを実施し、自信を持っ

て「読み聞かせ」ができるよう努力し、行政の支援もい

ただきながら、皆さんに喜んでもらえる活動を行ってい

きたいと思っています。  

岩 崎  桂 子

活 動 場 所 ： 知 多 市 内  

連 絡 先 ： 知 多 市 教 育 委 員 会

生 涯 学 習 課  

TEL 05 62- 3 3-31 51

生活に潤いと彩りを ～出前ボランティア活動～

 知多市の生涯学習ボランティアは、平成１１年に２２

人の登録者でスタート、５年目の今年は７１人に増えて

います。「出前ボランティア」の愛称のとおり、市の生涯

学習ガイドブックに載っている人の活動内容を見て申し

込んだグループへボランティアが出向き、一緒に活動し

学習しています。  

 個々の活動内容は、趣味や特技を生かしたものから、

イベントの手伝い、国際交流などさまざまです。昨年度

は、９５件の活動に延べ４５５人のボランティアが参加

しました。  

 私の場合、市の広報の募集要項に「託児」と言う言葉

を見つけたのが応募のきっかけでした。幼い子を抱え、

外出することも大変だった頃のことを思い出し、今子育

てに追われているお母さんがリフレッシュできるお手伝

いが出来ればと思ったのです。  

 託児以外にも料理教室のアシスタントなどさせていた

だき、この経験が生活の潤いや彩りになっています。  



生涯学習とボランティアネットワーク 

 半田市ボランティア連絡協議会は、平成９年に半田市ボランティアセンター（半

田市社会福祉協議会が運営）に登録するグループで結成、平成１５年度は３４グル

ープで活動が始まりました。活動の根っこに”福祉”がありますが、従来のイメー

ジとしてある「福祉＝障がい者」から、原点である「福祉それはみんながしあわせ

に暮らすこと」の視点にたち、障がい者・高齢者子育て・環境・国際交流・まちづ

くり・災害・広報等幅広い分野のボランティアグループで構成されています。  

 かつて、福祉系といわれるボランティアと生涯学習の関わりは、余暇時間に地域

の公民館などで催される講座に、ひとりの受講者として参加しているか、ボランテ

ィア活動そのものを生涯学習と捉えているかのどちらかだったように思います。

 最近半田市で多く見られる姿は、半田市教育委員会生涯学習課のゲストティチャ

ー制度を利用する（あるいはボランティアセンターに協力依頼をされる）学校の総

合的な学習の時間に、街の先生として参加する姿です。また、市主催あるいは日本

福 祉 大 学 と 市 の 共 催 講 座 の 企 画 に 携 わ っ て い る ボ ラ ン テ ィ ア 連 絡 協 議 会 の メ ン バ

ーもたくさんいます。  

 ボランティアグループのひとつずつでは戸惑う企画も、ボランティア連絡協議会

の活動の中で少しずつ創りあげてきた”ネットワーク”を活用し、知恵を出し合い

ながら前へ進めるようになってきました。  

 生涯学習は、「みんながしあわせに暮らす街」を創り出す大きな力です。その中

で課題としてある”学習の場の充実”では、手話通訳をはじめとする情報保障の充

実、参加者同士が補い合うソフト面でのバリアフリーの推進等、ボランティア連絡

協 議 会 の 会 員 が 日 頃 の 活 動 の 中 で 養 っ て き た 力 を 発 揮 し て い き た い と 思 っ て い ま

す。  

※半田市ボランティア連絡協議会では、平成１４年度より「障がい者」と表記して

います。  

半 田 市 ボ ラ ン テ ィ ア 連 絡 協 議 会

会   長：松見  直美
活動場所：半田市内  

（事務局  雁宿ホール内）
連絡先  ：半田市  

ボランティアセンター
TEL 0569-23-7361



図 書 館 の 歩 み と 共 に  は や ２ ０ 年

読 書 指 導 グ ル ー プ

代表者  ：岡戸  美香  
活動場所：阿久比町立図書館  
連絡先  ：阿久比町教育委員会

社会教育課  
TEL 0569-48-1111

 阿久比町の小高い丘の中腹に、昭和５８年図書館が建設されました。館内には、

児童・親子閲覧室があり、その一角にお話コーナーができました。町はこれを機に

図書館ボランティアを募集し、第１期「あすなろ」２期「かざぐるま」３期「ぶん

ぶん」と称し、各グループで読みきかせ等の活動をしました。平成元年に統合し、

「読書指導グループ  ぶんぶん」と名を改め、現在に至っています。  

 祝日と毎週日曜日の午前 11 時と午後２時 30 分、第１・３土曜日の午後２時 30

分からの 30 分間、お話コーナーにて子供たちに絵本や紙芝居などの読みきかせを

しています。時には子供たちからの「これよんで！」とリクエストもあり、楽しい

ひとときです。  

 また、年間を通して大きな活動が２つあります。１つは、７月に図書館で行われ

る“おたのしみ会”です。内容は、人形劇や大型絵本、ＯＨＰ、ロール絵本、パネ

ルシアター、ストーリーテリングなど多彩で、毎年３～４作品を作りあげ、練習し、

本番にのぞんでいます。大勢の人に来てもらい大好評です。私たちメンバーもそれ

を励みに準備しています。２つめは、秋以降町内の小学校・保育園で公演すること

です。主にその年のおたのしみ会の作品を演じますが、みる子供たちの年齢層を配

慮して多少作品を変えています。

 ぶんぶんは現在３４名。気持ちはいつまでも若いエネルギッシュな女性ばかりで

す。毎週火曜日図書館で活動しています。子供たちのお話を聞くときの輝く目に支

えられ２０年。これからも勉強を続けながら向上していきたいと思っています。



ボボ ララ ンン テテ ィィ
子子 育育 てて ネネ ッッ

千 田  美 佐 子

活 動 場 所 ： 公 民 館 、 学 習 等 供

用 施 設  他  

連 絡 先 ： 扶 桑 町 教 育 委 員 会

生 涯 学 習 課  

TEL 05 87- 9 3-52 00
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 幸田町には子育てネットワーカーと

座を経て、自らの子育て経験を活かし

動をする人達が 22 名います。その活

春と秋の『親子ふれあい広場』があり

 ７年前から行政とタイアップして始

を持つ若いお母さんたちをサポートす

内容は“はじめましての会”から始ま

会”“泥んこ遊び”“七夕”など、季節

まな遊びを親子で楽しめるように、ネ

ろいろ工夫して編み出しています。お

方の応募があり、うれしい悲鳴を上げ

 今年度は、春の木曜日と金曜日にそ

は木曜日のみ８回を、各 25 組の親子

月には春の部、秋の部の合同クリスマ

す。親子のふれあいの架け橋になれた

動の原動力です。  
楽 し く 子 育 て 支 援
アア 活活 動動 紹紹 介介
トト ワワ ーー カカ ーー 編編

７年度愛知県教育委員会主催の「子育てネットワ

養成講座」を受講しました。しかし当初自分に何

るか、どうしたらよいのかわからなく、まず近隣

の仲間（子育てネットワーカー尾張北）と情報交

り活動している市町に見学に行っていました。４

前より近隣の託児ボランティア、犬山市幼児教育

の中でのグループトーク・リーダー、扶桑町子育

センターに週１回お手伝い、おもちゃ図書館のボ

ィアをしています。昨年やっと扶桑町に仲間がで

だった子育てサークル支援ができるようになりま

仲間と楽しく意見交換や支援に関する練習をして

。支援に行くと子ども達の楽しそうな顔やお母さ

あたたかい笑顔にふれられる事ができ幸せを感じ

また扶桑町での託児も今年初めてできました。こ

仲間と一緒にもっと何ができるか考えながら、楽

育て支援をしていきたいと思っております。
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動の主たるものに、

ます。  

まった、未入園児

る事業です。その

り“お散歩”“運動

に合わせたさまざ

ットワーカーがい

陰様で毎回多数の

ている状態です。

れぞれ 11 回、秋に

を対象に、また 12

ス会を行う予定で

らとの思いが、活

竹 内  朗 江

活 動 場 所 ： 幸 田 文 化 広 場

さ く ら 会 館  

連 絡 先 ： 幸 田 町 教 育 委 員 会

生 涯 学 習 課  

TEL 05 64- 6 2-11 11

（ 内 線 413）



「安城市民公開講座」

こ の 講 座 は リ カ レ ン ト 教

育 の 一 環 と し て 企 画 し た も

ので、

・  愛 知 学 泉 大 学 コ ミ ュ ニ テ
ィ政策研究所

・  岡崎国立共同研究機構
・  テ ク ノ プ ロ ス （ 豊 田 中 央

研 究 所 Ｏ Ｂ が 設 立 し た 社
会 貢 献 を め ざ し た 技 術 支
援チーム）

との産・学による協働講座を
開催しています。

 平 成 １ ４ 年 度 市 制 ５ ０ 周
年 記 念 事 業 で 開 催 し た と こ
ろ 各 企 業 の 管 理 職 や 専 門 研
究職・経営者・医師・医療関
係者等が多く受講し、また、
安 城 市 で 東 京 大 学 医 学 部 及
び 東 京 大 学 大 学 院 理 学 部 の
授 業 が 講 師 の 協 力 に よ り 開
講できたため大変好評で、次
年 度 も 継 続 し て 開 催 の 要 望
が 多 く あ り ま し た 。 こ の た
め、今年度から一般教養コー
ス と 理 工 系 専 門 コ ー ス と に
分け、希望者には双方受講で
きるようにしました。
 特に理工系専門コースは、
世 界 最 先 端 の 情 報 が 収 得 で
きるよう配慮し、世界をリー
ド す る 技 術 を 持 つ 地 場 産 業
で あ る 自 動 車 産 業 が 必 要 と
する知識・情報を受講者へ提
供し、活用できるようにし、
ま た 将 来 に 向 け 夢 と 希 望 を
与 え る こ と を 願 っ て 計 画 を
しております。

「矢作川くだり」
 安 城 市 の 東 を 流 れ る 矢 作
川。

 桜 井 公 民 館 の あ る 桜 井 地

区 は 安 城 市 で た だ 一 箇 所 矢

作川に接しています。この地

区 は 古 く か ら 矢 作 川 が 生 活

に 深 く か か わ っ て い る 歴 史

のあるところです。

 そ の 母 な る 川 で な に か 出
来ないものかと考えました。
川への親しみや愛着を深め、
身 近 な 自 然 の 素 晴 ら し さ と
大切さを知ってもらおうと、
地 元 住 民 有 志 に よ る 協 力 の
もと、「矢 作川くだ り」を行
うことになりました。
 自動車のタイヤチューブ、
発泡スチロール、ペットボト
ル、竹などを使って、川を汚
さないように、環境に配慮し
た手作りのイカダで、矢作川
を下るわけです。

 毎 年 ８ 月 の 第 ２ 土 曜 日 の
大変暑い中の開催で、川幅が
広く水量、深さもないため、
イ カ ダ を 押 し た り 引 っ 張 っ
た り と 悪 戦 苦 闘 も あ り ま す
が、のんびりと２時間かけて
川を下ります。

川 を 吹 く 風 は と て も さ わ
やかで、気持ちもゆったりと
し、とても幸せな気分にさせ
てくれます。
 皆 さ ん も 、「 矢 作 川 く だ
り」で身近な大自然を満喫し
に来てみませんか。

「どろんこまつり」

私 た ち の 安 城 南 部 公 民 館

は、安城市の南端でかつて日

本 の デ ン マ ー ク と 呼 ば れ て

いた田園地帯にあります。し

かし、この地域でも、農業の

機械化、用水の暗渠化で子供

が田に入り、小川で魚取りを

す る 光 景 が す っ か り な く な

ってしまいました。

そこで、子供達に土と水の
感触を知ってもらい、自然と
の 触 れ 合 い を 深 め て も ら う
行事はないかと考え、公民館
の 周 り の 田 ん ぼ を 使 用 す る
「どろんこ祭り」を計画しま
した。コシヒカリの収穫が８
月末に終わるので、収穫後の
田んぼを借り、トラクターで
耕し、水を張った水田が会
場になります。種目は親子ボ
ート引き・綱引き・泥んこボ
ールけり・ビート板を使って
のムツゴロウ・近くの建設会
社からクレーン車を借り、ロ
ー プ を 使 っ て 水 田 の 中 へ 飛
び込むターザン・最後に全員
参 加 の う な ぎ つ か み は 約 ３
０ ０ 匹 の う な ぎ を 水 田 の 中
に放し、素手でつかみます。

泥 ま み れ に な り な が ら も 皆
さん一生懸命です。この「ど
ろんこ祭り」は毎年９月の第
２土曜日に行います。ぜひ参
加 し て 土 と 水 の 感 触 と 親 子
の ふ れ あ い を 深 め て く だ さ
い。

安 城 市 文 化 セ ン タ － 桜 井 公 民 館

特色ある公民館活動の紹介

～安城市～

南 部 公 民 館
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生生涯涯学学習習推推進進セセンンタターーかかららののおお知知ららせせ  

学習サークルに登録してみませんか？
生 涯 学 習 推 進 セ ン タ ー で は 、 生 涯 学 習 に

り 組 ん で い る 団 体 、 個 人 の 皆 様 に 学 習 成

の 発 表 や 交 流 を 通 し て 、 学 習 効 果 を 深 め

い た だ く た め の 場 を 提 供 し て い ま す 。

学 習 サ ー ク ル に 登 録 す る と

○ セ ン タ ー の 情 報 ラ ウ ン ジ を 使 っ て 作 品

等 の 展 示 が で き ま す 。

○ セ ン タ ー の 各 部 屋 を 使 っ て の 学 習 成 果

の 発 表 が で き ま す 。（ 使 用 料 ： 無 料 ）

○ セ ン タ ー の 情 報 を 中 心 に 、 生 涯 学 習 に

関 す る 情 報 を FAX 等 で お 届 け し ま す 。

○ 大 学 公 開 講 座 等 の ビ デ オ や デ ィ ス ク な

ど の 学 習 教 材 を 借 り る こ と が で き ま

す 。

登 録 方 法 は

所 定 の 登 録 申 込 み 用 紙 に 必 要 事 項 を 記

入 し 、郵 送 、も し く は FAX で 送 っ て く だ

さ い 。

◆  申 込 先  〒 460-0001

名 古 屋 市 中 区 三 の 丸 三 丁 目 ２ － １

愛 知 県 生 涯 学 習 推 進 セ ン タ ー

FAX 052-961-5333 

イ ン タ ー ネ ッ ト で も 申 し 込 め ま す 。
http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/shogai/llcenter/
http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/shogai/llcenter/

 E メ ー ル syogaigakushu@pref.aichi.lg.jp

 F A X ０ ５ ２ － ９ ６ １ － ０ ２ ３ ２  

電   話 ０ ５ ２ － ９ ６ １ － ５ ３ ３ ３

 休 館 日

 開 館 時 間 ９ :０ ０ ～ ２ １ :０ ０  

日 曜 ・ 年 末 年 始  

愛 知 県 生 涯 学 習 推 進 セ ン タ ー

 交通のご案内

○ 地 下 鉄 「 市 役 所 」 駅 ２ 番 出 口 東 へ 徒 歩 約 ３ 分

○ 名 鉄 瀬 戸 線 「 東 大 手 」 駅 南 へ 徒 歩 約 ４ 分

○ 基 幹 バ ス 「 市 役 所 」 下 車 東 へ 徒 歩 約 ５ 分

駐 車 台 数 に 限 り が あ り ま す の で 、公 共 交 通 機 関 の ご 利 用 に ご 協 力 く だ さ い 。

 ホームページ 



愛知のまち ～幸田町～ 

『こうた夏まつり・2003 こうた夏フェスタ』 

 楽しかった夏休みも、あとわずかとなった八月下旬に、幸田町の夏の一大イペント『こうた

夏まつり』が開催されます。 

会場の南を流れる光明寺川では、魚手づかみ大会の「ザ・ポンツク」が、イベントのオープ

ニングを飾ります。岩の間へもぐりこんだうなぎや小魚をたくさんの子どもたちが胸まで水に

つかって捕まえます。網は使用禁止なので、みんな水浸しになりながら悪戦苦闘しています。

 会場の中央部に位置する芝生広場では、おまつりにはつきものの屋台コーナーを、地元商工

会や学区コミュニティー、福祉団体などが運営しています。プリクラコーナーなど地元企業協

力イベントや交通指導員によるちびっ子警察官など、趣向を凝らした催しもあり、子どもたち

の定番である輪投げやふわふわ遊具などのゲームコーナーなどで、一日たっぷり遊べるプログ

ラムとなっています。 

 屋外ステージでは、キッズダンスチームやロックバンドが日ごろの練習成果を発揮するフリ

ーステージ、家族連れに大人気の仮面ライダーショー、文化協会会員を中心とした盆踊り大会

が繰り広げられます。仮面ライダーショーのなかでは、来場者から選ばれた浴衣美人の発表も

あり、受賞者はびっくりしながらもショーに参加しています。浴衣で来場の女性の方には、ラ

イダーと仲良くなるチャンスが待っているかもしれません。 

 お祭りの最後は、花火大会で締めくくります。煙火愛好会による三河地区伝統の手筒花火が

勇壮に火の粉を巻き上げ、手筒の底が抜ける轟音に、観衆からどよめきが起こります。つづい

ての打ち上げ花火では、大小、色とりどりの花火が、夏の夜空を彩ります。頭上に咲いた花火

の輪が消えるころには、夏の終わりを告げるような涼しげな風が会場を包み、お父さんの背中

で眠る子どもの姿が見受けられます。

いきいきあいちっ子キャンペーン 

イメージマーク 

編集・発行／愛知県教育委員会生涯学習課 生涯学習推進センター 

平成 15 年 7 月  10,000 部発行 

〒460-0001 名古屋市中区三の丸三丁目 2 番 1 号 電話 052-961-5333
この印刷物は古紙再生紙を使用しています。
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